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部会長 荒木 歴 魍

東京港 におけるコ ンテナター ミナル

20時 ゲー トオーブ ン時問拡大社会実験 開始 について(意 見表明)

拝啓 時下 ますますご清祥のこととお慶 び申 し上 げます。

平素は、弊専門部会の活動に格別 なるご理解 ご協力 を賜 り、厚 く御礼申 し上げます。

さて 、製造 業 をは じめ と した荷主 の物 流 リー ドタ イム短縮 や国際 競争 力 の強化 等 を目的 に、荷主 等 港源利 用

者 の 二一 ズ を検 証 す るた め、国 が行 うモ デル事 業 と して現 在 『8時30分 か ら16時30分 まで』 の コ ンテ

ナ ター ミナル の ゲー トオー ブ ン時 問 を 『8時30分 か ら2〔)時 まで』 に拡 大 す る杜 会 実験 が、本・日 よ り束 京

港 に おいて も実施 され る ことと な りま した(注 参照)。

(注)本 社 会実験 は既 に昨 年12月 よ り名 古屋港 で、本年3月 よ り横 浜、 大阪.神 戸 で実 施 中。

本社会実験 につ きましては、当部会 としては、モデル事輩の考え方その ものには反対いた しませんが、

・昨年12月 に港湾利用者たる荷主に対 し、東京港における物流の実態及 び荷主の物流二一ズに即応 した対

応が必要であるとの観点 か ら、20時 までのゲー トオー ブン時問拡大 に代 之、早朝6時 からのゲー トオ

ープンを行 うことが合理的である旨意見表明 を行いました(別 紙参照)。

・本年3月 には関係港運団体 に対 し、実施 に当たっては、ゲー ト並び緩和、コンテナターミナル内混雑解消

が確認 され ることが条件 であることを文書回答致 しました。

更 に本年4月 には、 当部会 が独 自 に行 った荷主 ・海貨 事業 者 を対 象 と した ア ンケ ー ト調 査 にお いて、混 雑 の

激 しい コンテナ ター ミナ ルに おいて杜会 実験 が行 われ るこ とに対 し意見 を求 めた と ころ、回 答数 の1/3の 方

よ り、 コンテナ ター ミナ ルに よる現状 の混雑 や渋 滞 の改善 が先決 との回答 を頂 きま した。

*本 ア ンケー ト調査結 果 は(社)東 京都 トラ ック協会HP上 で公 開 して お ります 。

今回、我々 トラック事業者の意見や荷主 ・海貨事業者の意向が取 り入れ られること無 く、 また本年春先 より

混雑問題解消に向けた抜本的対策が何等採 られること無 く、ゲー トオーブン時問延長杜会実験閉始に至った

ことは甚だ遺憾 であり、 ここに弊専門部会 として強 く抗議 を表明する ものであ ります。

敬具

記

1.貨 物 自動車運転手の拘束時問は改善基準告示 により1ヶ 月293時 問 となって おり、1日 については13

時問を超 之ない もの とする、延長する場舎は最大16時 間とするが、 この場舎15時 問 を超える回数は

週2回 以内とする、としている。

輸入 コンテナ を輸 送する場合、運転手は荷主 よりの朝7時 半～8時 半の着時問指定に舎わせ求京車庫

(港頭地区)を 早朝5時 ～6時 に出車す るのがr峻 的であ り、 この場合、13時 問の拘東時問はタ方6

時～7時 となり、最大瞬問風速的 な16時 問では午後9時 ～10時 となる。我 々 トラッタ事業者は当日

のコンテナ搬 出入 を行 な うべ く午後4時 半 までにゲー ト並 びに運転手 をつかせるが、 ター ミナル側 の

事情 で待機 時問が延びゲー トアウ トが深夜掌時 を回 って しまう場舎、おそら く全ての トラッタ運転手

が16時 問の拘 求時間 を超 えていることとなる。 トラック事業者や運転手は法律 を遵守すべ く努めて

いるが、守 りた くて も守れないのが現在の東京港 での一部 コンテナター ミナルでの労働環境である。



1
2.今 回社 会実験 を実 施 す るは

・青 海公共 コ ンテ ナ ター ミナル(A-1 、A-2)

・青 海A-3コ ンテ ナター ミナ ル

・上 祖 東京 コンテナ ター ミナ ル

の3コ ンテナ ター ミナル で あ るが 、 これ らター ミナ ルは いずれ も混 雑 が激 しく、繁 忙期 には 最大7～

8時 間 の ゲー ト並 ぴ を余儀 な くされ る ものが舎 まれ てい る。

3.本 年4月1日 より労働基準法が一部 改正 され、時問外労働の割増賃金率引 き上げなどの義務が課せ られ

るなど、労働者の長時問労働 を抑制 し健康の確保、増進をはかることが国から強 く求められているが、

コンテナターミナル及び周辺道路の混雑、渋滞により上記1、 に記述のごとく運転手の深夜 ・長時間労働

の常態化が避けられず、今回のゲー トオープン時問 を夜間に延長す る杜会実験開始 は事態を更に悪化 さ

せる虞がある。安全運行維持は我々 トラック事業者が守らねばならない最大の責務であり、運転手の運

転時問制限、拘 束時問制 限はそのために国から課せられた具体的労働条件 であるが、今回、この労働時

問抑制に逆行す るような国の施策が採 られたことは看過 できない由々 しき事態である。

4.今 回の社会実験 は受益者 負担 を原則 として利用者は1回4000円(20/40Frを 問わず)を 利用料 として

コンテナター ミナルオペ レー ターに支払 うことなるが、国はコンテナターミナルの時問外作業 に伴い発

生 する追加コス トが これ ら利用料収入だけでは賄 いきれないので当初3年 問に限 り補助金 を支給すると

している.こ のモデル事業実施の結果、追加の時問外労働 を余儀 な くされる トラック事業者、運転手に

は何等金銭面での配慮は なく、一部叢界のみ を優遇する極めて偏 重 した施策である。

5、 今回の実施要領 を見ると、特定曜 日や、混雑が予想 される場舎 は社会実験 を実施 しないとあ り、国が説

明するモデル事業本来の目的からすると、首を傾げた くなる面が見 られる。国 として行 う施策である以

上、東京港 で実施 しない と体裁がつかない とい うのでは本末転倒 である。また本社会実験 は予約制 にて

行 われ、予約車両並びは通常の並びとは別のターミナルが指定する レーンに待機 することとなっている

が、通常の待機 レー ンが不疋 している現状において、別 の レーンを用意出来 るのであれぱ、それ ら待機

レー ンは時問内作業に充 当し長時問待機の解消に努めることが先決である。

6.従 来、繁忙期には当部会 と各 ター ミナルオペ レーターの協調の もと、無料でのゲー トオープン時問延長

が行われてきたが、本社会実験実施 を契機 に16時 半での画一的 ゲー トクロー ズが実施 された場合、16

時半 までの並びに付 くぺ くトラックが集中する結果、繁忙期 にはゲー ト周辺道路 の混雑、埠頭全体の渋

滞にます ます拍車がかか ることが懸念 される。

7,さ らに、利用料について、本米利 用者である荷主 ・海貨事業者が支払 うことになっているところ、先行

実施 されている他港においては荷主 ・海貨事業者からの指示によ り我 々海上コンテナ陸上輸 送事業者が

利用料 を負担 させ られているケースが見受け られることから、果た して荷主 ・海貨事業者による利用料

の支払 いが確約 されているのか極めて疑問である。

弊専門部会 といた しましては、東京港におけるコンテナター ミナルの早朝6時 か らのゲー トオーブンの有用

性 をここに改めて主張いたしますとともに、荷主の二一ズに応 じた効率的 な物流サー ビス提供のため、我々

海上 コンテナ陸上輸 送事業者並ぴに運転手がコンプライァ ンス(法 令等遵守)に 基づ き安心 ・安全 な車両運

行 を実現できる事業環境、労働環境の整備 ・拡充に向け努 力 してまい りますので、今後 とも皆様の ご理解 ご

協力を賜 りますよう宜 しくお願い申 し上げます。
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